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予 算 大 綱 質 疑 順 序 

 

      １ 正 風 ク ラ ブ   鈴  木  絢  子  君 

（３月１日（水）１０時～１１時５０分） 

 

      ２ 公 明 党   鳥  居  康  子  君 

（３月１日（水）１３時～１４時） 

 

３ 清 和 会   杉  本  憲  也  君 

（３月１日（水）１４時１０分～１５時１０分） 

 

      ４ 自 民 ・ 維 新 の 会   杉  本  一  彦  君 

（３月２日（木）１０時～１１時） 

 

      ５ 無 党 派  颯   田 久 保  眞  紀  君 

（３月２日（木）１１時１０分～１１時５５分） 

 

      ６ 日 本 共 産 党   重  岡  秀  子  君 

（３月２日（木）１３時～１３時４５分） 

 

※ 質疑時間は、進行状況によって変更することがあります。 
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予 算 大 綱 質 疑 要 旨 

正風クラブ  鈴 木 絢 子   

 

令和５年度一般会計予算案について伺う。 

１ 第１款市税について、どのように市内経済を把握し積算したのか伺う。 

 

 

２ 第１１款地方交付税の増額理由及び第２２款第１項第７目臨時財政対策債の減額理由

を伺うとともに、これらの歳入への影響について伺う。 

 

 

３ 令和５年度から新図書館の建設も予定されていることから、令和５年度以降の市債の

借入額及びその償還見込みを伺う。 

 

 

４ 第２款総務費について、以下３点伺う。 

⑴ ふるさと伊東応援寄附金返礼事業については、寄附金額の増加を期待した予算とな

っていることから、それに向けた取組を伺うとともに、今後の見通しを伺う。 

 

⑵ 移住定住促進事業について、新規事業を含めた事業内容を伺うとともに、今後、期

待される効果について伺う。 

 

⑶ 犯罪被害者等支援事業の内容を伺うとともに、支援体制について伺う。 

 

 

５ 第３款民生費について、以下２点伺う。 

⑴ はじめようＩＴＯ新生活応援事業のこれまでの実績及び定住促進の観点から見直さ

れた事業内容を伺うとともに、今後、期待される効果について伺う。 

 

⑵ 市立保育園ＩＣＴ導入事業の内容を伺う。 
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６ 第４款衛生費について、以下２点伺う。 

 ⑴ 出産・子育て応援事業の内容を伺うとともに、期待される効果について伺う。 

 

 ⑵ 街頭防犯カメラ設置事業費補助事業の内容及び今後の見通しを伺う。 

 

 

７ 第６款農林水産業費における、海岸保全施設長寿命化計画策定委託事業の目的及び内

容について伺う。 

 

 

８ 第７款観光商工費について、以下４点伺う。 

 ⑴ 第４次伊東市観光基本計画の策定に向けた方針及び今後のスケジュールについて伺

う。 

 

 ⑵ 観光施策において特に重点を置いた事業について伺う。 

 

  ⑶ 前年度に比べ事業費が減額となった以下の３つの事業について、その事業内容を伺

う。 

  ア 伊東市観光プロモーション事業 

 

  イ デジタルマーケティング事業 

 

  ウ ロケツーリズム推進事業 

 

 ⑷ キャッシュレス決済ポイント還元事業の目的及び内容について伺う。 

 

 

９ 第８款土木費について、以下２点伺う。 

⑴ 緊急輸送ルート沿道建築物耐震化助成事業の内容を伺う。 
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 ⑵ 伊東駅周辺地区整備事業の現在までの進捗状況及び今後のスケジュールを伺う。 

 

 

10 第１０款教育費について、以下６点伺う。 

 ⑴ 通級指導教室支援事業の内容及び期待される効果を伺う。 

  

⑵ 伊東小学校スクールバス運行事業の内容を伺う。 

 

 ⑶ 中学校校舎トイレ改修事業の内容を伺う。 

 

⑷ 幼稚園の給食に関する以下２つの事業について、その事業内容及び今後の方針を伺

う。 

  ア 幼稚園デリバリー給食事業 

 

  イ 八幡野幼稚園における幼稚園給食事業 

 

 ⑸ 青少年関係事業における新規事業、青少年育成プログラム“みち”事業について、

その内容を伺うとともに期待される効果について伺う。 

 

 ⑹ 債務負担行為を含む新図書館建設事業について、以下３点伺う。 

  ア 事業内容及び事業に期待する効果について 

 

  イ 財源の内訳について 

 

  ウ 建設までのスケジュールについて 
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予 算 大 綱 質 疑 要 旨 

公明党  鳥 居 康 子   

 

 令和５年度一般会計予算案及び市長施政方針に関し、以下６点伺う。 

１ 予算規模が、前年度から１１億５，０００万円増の２８３億円という過去３番目の大

きさとなった要因を伺う。 

 

 

２ 市長経営方針「新しい伊東スタイルへの挑戦～躍動するまちへ～」について、予算案

へどのように反映したのか伺う。 

 

 

３ 子育て支援や教育分野に重点を置いた予算とした理由を伺う。 

 

 

４ 歳入第１款市税に関し、第１項市民税のうち、現年度課税分において、個人市民税を

対前年度比０．９％減、法人市民税を１９．１％増とした根拠を伺う。また、入湯税を

前年度から４５．３％増とした根拠を伺う。 

 

 

５ 歳出第３款民生費に関し、第１項社会福祉費を前年度から２億４，０００万円余りの

増とした要因を伺う。また、第３項生活保護費を前年度から３，８００万円余りの減と

した要因を伺う。 

 

 

６ 歳出第８款土木費第５項都市計画費に関し、伊東駅周辺地区整備事業のうち、伊東駅

前Ａ地区再整備等推進事業の事業内容について伺う。 
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予 算 大 綱 質 疑 要 旨 

清和会  杉 本 憲 也   

 

令和５年度予算案及び施政方針について、以下７点伺う。 

１ 令和４年１０月３日に副市長より発出された「令和５年度予算編成について（通知）」

の反映状況に関し、以下２点伺う。 

⑴ 新年度の予算編成では、政策的経費について、課ごとに前年度当初予算額をベース

とした要求限度額を設けるので、新規事業についても、十分に調整し限度額の範囲内

で要求し、限度額を超える要求は原則認めない旨の方針が示された上で、なお書きに

て、特殊要因等があり、限度額を超えてしまう場合は、事前に財政課と協議し提出す

る旨が示されているが、政策的経費に係る財政課との事前協議の件数及び事前協議さ

れた事業の概要を伺う。 

 

 

⑵ 市長の施政方針では、令和５年度経営方針である「新しい伊東スタイルへの挑戦～

躍動するまちへ～」の実現に向け、前例にとらわれることなく、新しい時代に対応し

た柔軟な市政運営に努める旨が示された一方、市の予算編成方針や予算編成要領では、

政策的経費について原則予算要求限度額内に収めることを求めるほか、国県の補助事

業等について補助金の不採択を理由とした年度途中の市単独事業への振替を一切認め

ない、などの積極予算のブレーキともなりかねない財政規律重視的な規定があること

から、新年度予算編成に当たり、こうした予算編成方針が、施政方針実現のための予

算への障壁とならないようにする取組や運営上の工夫について、本市の見解を伺う。 

 

 

 

２ 施政方針で示された新図書館建設による市街地のにぎわい創出について、施設整備に

よるまちの活性化には、点である施設そのものの整備に併せてそれをつなぐ線や面とな

る施設周辺の整備事業の実施が不可欠であると思料するが、まちづくりの観点から新図

書館建設を市街地のにぎわいの創出にどのようにつなげていくのか、実現のための関連

事業の概要とともに、市長の見解を伺う。 
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３ 一般会計歳入に関し、以下２点伺う。 

⑴ 軽自動車税について、課税対象見込台数や新車登録後１３年経過した車両に課され

る経年車重課の対象となる見込台数の内訳を伺う。 

 

 

⑵ 入湯税の根拠法である地方税法第７０１条では、入湯税の使途として環境衛生施設

の整備に要する費用に充てることができる旨の定めがあるところ、本市の入湯税につ

いて、下水道施設等の環境衛生施設整備の費用に充当しないこととした理由及び入湯

税の使途に関する方針について伺う。 

 

 

 

４ 一般会計歳出のうち人件費に関し、以下２点伺う。 

⑴ 副市長に関し、令和４年度中ではなく新年度を待って増員し２人体制とする理由及

び副市長に求める役割やスキルについて、市長の見解を伺う。 

 

 

⑵ 新図書館建設事業の担当職員に関し、令和４年度までの担当者の人数及び担当職員

数の妥当性を伺うとともに、新年度、建設が本格化する中で、当該事業に係る担当職

員体制拡充の見通しを伺う。 

 

 

 

５ 一般会計予算及び競輪事業特別会計予算に関して、以下２点伺う。 

⑴ 一般会計予算額について、競輪事業を持つ自治体ではおおむね競輪事業特別会計予

算額を上回る予算編成をしているが、本市では、一般会計予算額が競輪事業特別会計

予算額を５，０００万円下回る編成としたことについて、コロナ禍における本市の疲

弊した経済状況に鑑みた積極的な財政出動の必要性という観点から、本市の見解を伺

う。 

 



 

- 8 - 

 

⑵ 競輪事業特別会計における一般会計への繰出金が２億円にとどまった要因及び繰出

金額の妥当性に関し、本市の見解を伺うとともに、競輪事業は「自転車その他の機械

の改良及び輸出の振興、機械工業の合理化並びに体育事業その他の公益の増進を目的

とする事業の振興に寄与するとともに、地方財政の健全化を図る」ことがその目的で

あることを踏まえ、競輪事業特別会計における目的達成に向けた施策の展開について、

将来展望を含む本市の見解を伺う。 

 

 

 

６ 競輪事業特別会計及び霊園事業特別会計の歳出に関し、消費税が前年度当初予算より

減額され、予算額１，０００円の科目計上とされた理由を伺う。 

 

 

 

７ 下水道事業会計に関して、以下３点伺う。 

⑴ 下水道使用料の単価及び汚水処理費用の単価を伺う。 

 

 

⑵ 雨水処理に要する経費に関し、下水道に流入し処理対象となる雨水の年間見込水量

を伺う。 

 

 

⑶ 下水道使用料の対象となる年間見込有収水量が、一般汚水分３２１万５，０００立

方メートル、温泉汚水分１９５万８，０００立方メートル、合計５１７万３，０００

立方メートルであるのに対し、下水処理施設で処理される年間総処理水量が、年間見

込有収水量のおよそ２倍である１，０３７万５，７８３立方メートルとなっている理

由を伺うとともに、この差に関する原因追及や改善に係る費用が予算計上されている

か伺う。 
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予 算 大 綱 質 疑 要 旨 

自民・維新の会  杉 本 一 彦   

 

１ 一般会計歳出第２款総務費における市議会議員選挙費について、以下２点伺う。 

 ⑴ 選挙期日について伺う。 

 

 ⑵ 選挙に係る費用等は時代背景に鑑みると削減も可能ではないかと考えるが、そのよ

うな観点を踏まえた予算であるか伺う。 

  

 

 

２ 本市の移住定住促進に係る事業について、以下６点伺う。 

 ⑴ 移住定住促進事業のこれまでの実績及び成果について伺うとともに、これまで事業

の中で見えてきた課題及び今後の方針について伺う。 

 

 ⑵ 新たな事業である移住者住宅資金貸付金利子補給金の事業内容を伺うとともに、利

用見込みについて伺う。 

 

 ⑶ お試し移住支援事業補助金のこれまでの実績及び課題を伺うとともに、今後の展望

について伺う。 

 

 ⑷ 移住定住促進空き家改修支援事業補助金のこれまでの実績及び課題を伺うとともに、

今後の事業展望について伺う。 

 

 ⑸ 医療・福祉人材確保のための新生活応援事業のこれまでの実績及び課題について伺

う。 

  

 ⑹ 移住定住促進道路整備事業の進捗状況を伺うとともに、令和５年度の事業内容につ

いて伺う。 
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３ ふるさと伊東応援寄附金返礼事業のこれまでの実績を伺うとともに、どのように評価

しているか伺う。 

 

 

 

４ ＳＤＧｓ推進事業のこれまでの実績について伺う。 

 

 

 

５ 伊豆高原地域の観光に係る事業について、以下２点伺う。 

 ⑴ 市長の肝煎りでスタートし、南部地域の観光戦略の一環でもある滞在型リフレッシ

ュリゾート地推進事業について、これまでの経過及び成果について伺う。 

 

 ⑵ 伊豆高原観光オフィス運営事業に関し、地域おこし協力隊の活動内容と現在の観光

オフィスの状況について伺う。 

 

 

 

６ 本市のバス運行に係る補助事業について、以下３点伺う。 

 ⑴ デマンド型乗合タクシー運行事業の実績及び課題について伺うとともに、今後の展

望について伺う。 

 

 ⑵ 生活路線バス運行事業補助金に関し、補助対象路線及び近年の利用実績等について

伺う。 

 

 ⑶ 学校統合通学支援事業におけるスクールバスの運行に関する事業費の妥当性につい

て伺う。 
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予 算 大 綱 質 疑 要 旨 

無党派 颯  田久保 眞 紀   

 

１ コロナ禍からの経済活動の立ち上がりが見込まれる中、市内経済や市民生活は物価高

騰の影響等によりいまだ厳しい状況にあるが、そのような状況に鑑み、令和５年度予算

案についてはどのような事業を実施する予定であるか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 新図書館建設事業について、見込まれる建設費及び財源を伺う。 
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予 算 大 綱 質 疑 要 旨 

 日本共産党  重 岡 秀 子   

 

１ コロナ対策が一段落する中で、市長は今後の伊東市のまちを発展させるためにはどの

ような課題があると考えているか。また、その課題解決のため特に市政運営で重点を置

きたいことは何か、市長の考えを伺う。 

 

 

２ 第３款民生費について、以下２点伺う。 

 ⑴ 子どもの居場所づくり事業における子ども食堂の設置について、事業内容及び現状

を伺う。 

 

 ⑵ 伊東小学校及び大池小学校における放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）

の運営を社会福祉法人に業務委託する方針が出されているが、その意図と他の５クラ

ブの運営の方向性について伺う。 

 

 

３ 第７款観光商工費における観光基本計画策定事業について、本計画は、５年ごとに本

市の観光の現状や課題を整理し、今後の観光ビジョンを定めるために策定すると思われ

るが、関連する団体や市民の意見を反映させることが重要と考えることから、どのよう

に策定していくのか、今後の計画を伺う。 

 

 

４ 第８款土木費について、以下２点伺う。 

 ⑴ 土木総務費における空家等対策推進事業について、令和５年度の取組内容及び今後

の課題を伺う。 

 

⑵ 住宅管理費において、市営住宅のリフレッシュ工事や改良工事があるが、家賃が安

価な市営住宅を整備し、入居待機者を解消していくことは、低所得者層への支援とし

て重要と考えることから、今後の整備計画について伺う。 


